八千代市職員労働組合　保育園支部からの意見　　　　　　

２００６年　２月１４日　保育園支部

公立保育園の役割をどのように考えているか

３つの大きな柱を中心に保育を考えてきました。

１　公共性

· すべてのこどもの健全な発達を保障する場・就労する親への支援

· 保護者･住民（市民）の声を取り入れ保育をすすめることができる。

· 職員採用が誰にでも開かれている。

· 保護者･職員が対等の立場でこどもの育成にかかわっていく。

２　純粋性

· 保育の平等性が貫かれる。

· 専門家としての計画・実践・反省･決断が出来る場

· 一人一人の子どもの幸福を第一に考え日々の生活と発達にとって最善を尽くせる場である。（効率性や利害関係に左右されずに）

３　永続性

· 経営悪化などでいきなり保育を放り出すことはない。

· 保育について市全体に責任を持つ

＜今までの八千代市公立保育園の果たしてきた役割＞

日々の保育を大切にし、こどもとの信頼関係を一番に考え研修等で専門的な学習を積み重ねて実践に活かすよう前向きな気持ちで保育に取り組んできました。

○保育水準の向上・地域子育て支援を市内各地域で足並みをそろえて実施。

· 産休明け保育の実施

· ７時～１９時の保育時間　

· 栄養士の全園配置・・アレルギー食への対応　個々の体調を把握した献立の変更　

　　　　　　　　　　　　赤ちゃん広場や地域開放での栄養相談

· 看護婦の全園配置・・・子どもの健康管理　緊急な病時･けがへの対応　

与薬の対応　赤ちゃん広場や地域開放での子育て相談

· 地域開放利用者の子育て支援・・・全園での地域開放　

３地域での子育てフェスタの実施

赤ちゃん広場の実施等

＜保育園支部･･組合としておこなってきた事業＞

· コスト削減のみを目的とした民間委託化に反対し、運動を行なっている。

· 子育てに安心して、携われるような施設や労働条件環境を整える活動をおこなっている。

· 保育研修（１年に３回以上）また研修補助制度を実施している。

· 「あそぼうよみんなよっといで」会の開催

保育園の遊びを紹介しながら、こども･保護者･保育士・保育園職員・市民で楽しく遊びを実体験する場作り

２００６年度は３月４日に予定・・・第６回目で毎回１５０名を超える参加者で楽しく交流を進めている

· 父母とともに子育てを考える場を作っている。

共催学習会　子育てのつどい　講師研修会

＜これからの公立保育園の課題＞

・　これまで取り組んできた子育て支援策を確実に市内全地域に広め、さら子育ての地域拠点として各機関（病院・児童相談所・保健センター・すってっぷ・地域自治会・民間園・NGO･父母会など）を連携して次世代支援計画を実施していくこと。

· 公立の良さを活かしこどもと親にとって最善の施策を盛り込み地域の保育水準の基準となっていくこと。

八千代市の民間保育園の役割をどのように考えてきたか。

· 市内の保育ニーズにいちはやく柔軟に対応し、保育実践の先進的な役割を果たしてきている。

· 利用している家庭の子ども・親・祖父母などと密接な関係を持ち何世代（数十年の月日）にも渡って、成長などを守っていける。
· 一貫性をもった保育方針の実践を積み重ねている。
· 丁寧な職員研修の実施
· 隣接地域との良好で丁寧な関係を維持している。（地域との信頼関係）
＜今後の民間園と公立園＞

民間園の良さ･公立園の良さをさらに伸ばし八千代市全体の保育の向上を図っていく為にも民間園･公立園の交流・合同研修の場を作っていく必要がある。

民間、公立を問わず、市内全地域の子育て・保育の総合向上を目指す八千代市の保育行政であって欲しい。

· 物的･人的な環境の保障　

· 異世代間の豊かなコミュニケーションの場作り　

· 細やかに家庭的に保育ケアーできる施設の充実及び拡充

以上八千代市の保育の状況や課題を踏まえて

＜受託法人選考の条件に新たに加える条件として以下の項目を要求します。＞

· 地域に根ざす保育を構築しこどもと親にとって良好な保育を行なっていく為にも安心して職員が働きつづけられる環境・勤務条件を民主的に整えること。

（職員の定着･労働条件を整えることが、さらに保育の向上につながっていく。）

· 保育引継ぎ期間までに職員採用･研修を終了させ、公立･民間全職員でどのように保育の引き継ぎを行なっていくかを共通理解する場を持つこと。
· 保育引継ぎ期間は、委託園職員・保護者・公立園職員が協力していく関係をつくれるよう充分に配慮すること。
· 保育引継ぎ期間内に保護者の不安を解消し、面談または保育方針について説明する時間を必要な回数を実施すること。
